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定例会の
主な内容

特別会計企業会計予算決算委員会での主な質疑

令和８年度　予算のあらまし

　第 12回（２月）定例会を、２月６日から３月 17日までの 40日間にわたり開催しました。
　この定例会では、市長から令和８年度の施政方針が述べられたほか、令和７年度関係議案

及び令和８年度関係議案等 63件、議員提出議案１件を審議し、議決するとともに、７件の報告を受けました。
　また、13人の議員によって一般質問が行われ、活発な議論が交わされました。（P.6 ～９）
　ここでは、令和８年度の一般会計、特別会計（４事業）及び企業会計（３事業）の予算審議、歳入・歳出予
算額等の主な内容をお知らせします。

国民健康保険事業におけ
る地域未来交付金を活用する
事業の内容は。
本交付金は、地域の課題

解決に資する取組に対して交
付されることから、被保険者
の利便性向上のために活用す
る。具体的には、24 時間対
応が可能な電話の自動音声案
内により、電子申請へ誘導す
るなどの自動電話応答サービ
スを導入するほか、申請のた
びに振込先口座の指定が必要
であった高額療養費について、
申請の簡素化を図るためのシ
ステム改修を行う。
�
令和８年度の診療報酬改

定が市立病院の経営に与える
影響は。
診療報酬の改定により、

問

答

問

答

賃上げや物価高への対応が図
られることや急性期医療に係
る改定については、実績評価
がより厳格化されることから、
救急の受入れや重症患者対応
など、急性期病院としての役
割を確実に果たすことで患者
１人当たりの単価は増加する
と認識している。
�
市立病院における経営改

善の取組は。
沼津市立病院経営改善実

行計画に基づき、収入確保の
ための新たな取組として医療
機器購入に当たってのクラウ
ドファンディングや簡易型人
間ドックを実施する。また、
研究研修費については、全て
の医師に対して研究・研修に
必要な図書の調査を行い、厳

問

答

選して予算を計上したほか、
コロナ禍以降、充実が図られ
ているオンライン研修を積極
的に取り入れることで旅費を
削減するなど、研修の質を確
保しつつ経費の削減に努める。
�
水道事業における予算編

成に対する考え方は。
社会情勢の変化などによ

り、引き続き厳しい経営状況
が見込まれている。このため、
予算編成に当たっては、限ら
れた財源の中、安全・安心な
水道水を安定的に供給すると
ともに、想定される災害等に
も備えるため、緊急性・重要
性・安全性の観点から事業内
容を十分に精査し、優先すべ
き事業に対して重点的に予算
を配分している。

問

答

新たに下水道を整備する
エリアは。
下香貫、吉田町、大岡、

岡宮など人口が集中している
地区を予定している。
�
下水道事業における資本

的収入のうち、補助金が増額
した理由は。
令和６年に発生した能登

半島地震による下水道施設の
大きな被害や令和７年に埼玉
県八潮市で発生した下水道管
路の損傷に起因する道路陥没
事故等を鑑みると、下水道施
設の管理は重要な課題である。
このため、国庫補助対象事業
となる地震対策事業やストッ
クマネジメント事業について、
令和７年度よりも増額して対
策を進める。

問

答

問

答

会　　計 令和８年度予算額 令和７年度予算額 増減率
国民健康保険事業 189 億 9,100 万円 187 億 6,100 万円 1.2％

土地取得事業 5,900 万円 5,600 万円 5.4％
介護保険事業 181 億 4,000 万円 180 億 6,500 万円 0.4％

後期高齢者医療事業 38 億 5,700 万円 36 億円 7.1％
合　　計 410 億 4,700 万円 404 億 8,200 万円 1.4％

特 別 会 計
　特別会計は、国民健康保険や
介護保険など特定の事業を行う
場合に、保険料などの特定の収
入でその支出を賄う会計です。

会　　計 令和８年度予算額 令和７年度予算額 増減率
病院事業 129 億 3,400 万円 128 億 5,300 万円 0.6％
水道事業 67 億 5,900 万円 63 億 5,700 万円 6.3％

下水道事業 108 億 100 万円 105 億 2,100 万円 2.7％
合　　計 304 億 9,400 万円 297 億 3,100 万円 2.6％

企 業 会 計
　企業会計は、地方公営企業法
の適用を受けて、公営企業会計
による独立採算制で行う会計で
す。
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一般会計予算決算委員会での主な質疑

一 般 会 計
総額1,671億9,100万円

令和８年度予算額 令和７年度予算額 比較増減 増減率
956 億 5,000 万円 956 億円 5,000 万円 0.1％

令和８年度予算を可決しました!

令和８年度が初年度とな
る後期推進計画の主要事業は、
本予算にどのように組み込ま
れているか。
後期推進計画では、若者・

女性に選ばれるまちの観点を
取り入れ、「定住人口の確保」、
「交流人口の拡大」、「産業の
振興」、「安全・安心の確保」
の４つをまちづくりの方向性
として掲げ、主要事業として
70事業を位置づけ、重点的・
横断的に推進していく。
　「定住人口の確保」につい
ては、女性活躍・男女共同参
画推進事業やこども家庭セン
ター運営事業など 30事業に
約 128億 1,000 万円、「交流
人口の拡大」については、ぬ
まづ暮らし住み替え促進事業
や観光プロモーション事業な

問

答

ど 13 事業に約 28 億 6,000
万円、「産業の振興」につい
ては、企業立地促進事業や産
業間連携による経営基盤強化
事業など７事業に約６億
8,000 万円、「安全・安心の
確保」については、総合的治
水対策整備事業やゼロカーボ
ンシティＮＵＭＡＺＵ 2050
推進事業など 20 事業に約
81億円を計上している。
�
歳入について、個人市民

税の増を想定する理由は。
給与所得控除の引上げに

伴い、非課税者が増えること
で納税義務者数を 2,000 人
減と見込むが、賃金の上昇等
により、個人の所得の増加が
見込まれることから、個人市
民税の増を想定している。

問

答

地区センター整備事業の
内容は。
愛鷹地区センターにおい

て建築主体工事や太陽光発電
システムの設置等を行い、令
和８年度中の供用開始を予定
している。また、西浦地区セ
ンターにおいて移転改修工事
等を実施し、令和９年度中の
供用開始を予定している。
�
まちなかにぎわい創出事

業の内容は。
中心市街地の回遊性向上

を図るため、本町商店街の老
朽化したアーケードの撤去や
街路灯のＬＥＤ化など、買物
環境の整備に対して補助金を
交付する。また、あゆみ橋か
ら御成橋までの狩野川左岸の
活用に向け、河川敷を維持管

問

答

問

答

理するほか、河川敷でのイベ
ント開催に対して補助金を交
付することでにぎわい創出を
図る。
�
学校給食の質に対する考

えと給食費の公費負担の方針
は。
長引く物価高騰の中で、

子どもたちの成長に必要な学
校給食の質を維持するために、
給食費の単価を現行に対し、
約５％増額する。給食費につ
いては、国の給食費負担軽減
交付金や物価高騰対応重点支
援地方創生臨時交付金を活用
することで、小学校では全額
公費負担とし、中学校では保
護者負担分を令和７年度と同
額に据え置き、保護者の経済
的負担の軽減を図る。

問

答

　一般会計は、市民税などの市税を主な財源として、道路や学校の整備、
福祉やごみの処理などの事業を行うための会計です。

歳入総額
956億
5,000万円

歳出総額
956億
5,000万円

50.1％
49.9％

自依
主存

財

源

市税
355億円
（37.1％）

その他
124億3,844万円
（13.0％）

国庫・県支出金
261億4,576万円
（27.4％）

市債
95億6,950万円
（10.0％）

その他 
119億9,630万円（12.5％）

財

源

民生費
346億
5,570万円
（36.2％）

土木費
182億3,444万円
（19.1％）

総務費
124億8,681万円124億8,681万円
（13.1％）

教育費　
83億7,882万円83億7,882万円
（8.8％）（8.8％）

公債費
67億6,530万円67億6,530万円
（7.1％）

消防費
32億5,715万円
（3.4％）

その他 
30億4,657万円

（3.1％）

衛生費　
88億2,521万円88億2,521万円
（9.2％）

歳　入 歳　出
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予算のここに注目!!
第 12回（２月）定例会で可決された令和８年度予算の中から、主な内容を紹介します。

令和８年度　予算のあらまし

　ヒト中心で都市的魅力にあふれるまちの創出に向け、
西武百貨店本館跡地において「NUMAZU JAMS」
の供用を開始するなど、官民連携により公共空間活用
やにぎわいづくりに取り組みます。

▲「NUMAZU JAMS」の完成予想図

沼津駅前の
にぎわいづくり

小学校の給食費
無償化

　市民に寄り添ったサービスを提供するため、窓口手
続の効率化を図ります。また、高度な知識や経験を有
するＣＩＯ補佐官を置き、進化するデジタル技術を効
果的に活用し、柔軟に各施策に取り組みます。

▲デジタル化された窓口手続

市民にやさしい
デジタル化

　中央公園をさらに魅力ある空間へ再整備するため、
令和８年度末の供用開始に向け、大屋根や上下の広場
をつなぐ大階段を設置するほか、芝生広場やトイレの
改修等の工事を引き続き進めます。

▲中央公園の完成予想図

生まれ変わる
中央公園

　市内 49か所の 24時間営業のコンビニエンススト
アにＡＥＤを設置し、傷病者の救命率の向上を図るこ
とで、市民の安全・安心の確保に努めます。

▲救命救急機器
　であるＡＥＤ

コンビニに
ＡＥＤを設置

　放課後等に保護者が不在の児童に対し、適切な遊び
及び生活の場を提供し、児童の健全な育成を図るもの
で、新たな取組としてより子育てしやすい環境をつく
るため、第２子以降の指導料を一律半額に軽減します。

放課後児童クラブ運営事業
予算額� ６億530万円

放課後児童クラブ
第２子以降半額に

▲工作に夢中の子どもたち

　本市の認知度拡大を図るため、様々なシティプロ
モーションを実施するとともに、ふるさと納税制度を
通じて本市のファンとなった人たちとの交流を深める
取組を実施します。

ぬまづファンを
増やす取組

▲ふるさと納税のＰＲブース

▲栄養たっぷりの給食

▲地元の新鮮野菜

▲子どもたちのために
給食を作る調理師

　給食の質を維持するた
め、１食当たりの賄材料
費を増額するほか、本市
独自の支援により、給食
費を小学校では完全無償
化し、中学校では保護者
負担を据え置くことで、
子育て世帯を支援します。

予算額�１億9,700万円
ぬまづ応援推進事業

予算額� 275万円
いつでも安心AED24時間事業

予算額� 6,780万円
中心市街地まちづくり戦略事業

予算額� 250万円
中央公園リノベーション事業

予算額�２億2,670万円
ＤＸ推進事業

予算額�８億7,200万円
学校給食公会計事業

高校生の
請願が実現 !
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議　案　名

議
決
結
果

志
政
会

沼
津
志
帥
会

市
民
ク
ラ
ブ

公
明
党

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

無
所
属

⑻ ⑹ ⑸ ⑶ ⑵ ⑶

条　
例

議第４号 沼津市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇×
⑵⑴

議第５号 沼津市議会議員の期末手当に関する条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇×
⑵⑴

議第30号 沼津市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇

議第38号 沼津市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定
める条例の制定 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇×

⑵⑴
議第53号 沼津市国民健康保険条例の一部改正 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇

予　
算

議第８号 令和7年度沼津市一般会計補正予算（第10回） 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇×
⑵⑴

議第39号 令和８年度沼津市一般会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇×
⑵⑴

議第40号 令和８年度沼津市国民健康保険事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇
議第41号 令和８年度沼津市土地取得事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇×

⑵⑴
議第43号 令和８年度沼津市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇

契
約 議第50号 工事請負契約の一部変更（沼津市新中間処理施設敷地造

成工事） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇×
⑵⑴

人
事 認第８号 副市長選任の同意（𠮷澤勇一郎） 同意 〇 〇 〇 〇 × 〇×

⑵⑴
そ
の
他 議第23号 指定管理者の指定（沼津夜間救急医療センター） 可決 〇除

⑺⑴ 〇 〇 〇 〇 〇×
⑵⑴

☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページを御覧ください。 沼津市議会 検索

主な議案一覧

〇：賛成　×：反対　除：除斥※　（　）内は人数会派別　賛否が分かれた議案一覧

議　案　名 内　　　　容 議決結果

予　
算

議第８号
令和７年度沼津市一般会計補正予
算（第 10回）

■ 32億 135 万 3,000 円を追加し、予算総額は 1,043 億 3,275 万 8,000
円となります
追加するものは、大岡中学校校舎整備事業費４億 2,441 万 4,000 円、自立
支援介護・訓練等給付費２億 6,700 万円、給与改定等に伴う職員人件費等
６億 3,628 万円が主なもので、財源としては、それぞれの特定財源のほか、
一般財源として地方交付税などをもって充てるものです。このほか、継続費
として金岡小学校校舎整備事業を追加し、第四小学校校舎整備事業及び大岡
中学校校舎整備事業の年割額を変更するとともに、繰越明許費として庁舎補
修整備事業 660 万円など 38事業を追加し、中心市街地まちづくり戦略事
業を変更するほか、債務負担行為として市役所玄関受付案内業務委託費など
134件を追加するものです。

可決

契　
約

議第16号
工事請負契約の締結（沼津市立第
四小学校旧校舎解体・渡り廊下棟
建設他工事）

■沼津市立第四小学校の旧校舎解体と渡り廊下棟建設などの工事を行います
制限付き一般競争入札により４億 5,760 万円で大藤建設株式会社　代表取
締役　町田直繁と工事請負契約を締結するものです。工事の内容としては、
沼津市立第四小学校の南西校舎解体と渡り廊下棟建設などの工事を行うもの
で、完成期限は令和９年 11月 16日です。

可決

議第 17号
工事請負契約の締結（沼津市民文
化センター高圧受変電設備更新工
事）

■沼津市民文化センターの高圧受変電設備の更新工事を行います
制限付き一般競争入札により４億 7,905 万円で株式会社静岡ケイテクノ　
代表取締役　相原伸一と工事請負契約を締結するものです。工事の内容とし
ては、市民文化センターの高圧受変電設備の更新工事を行うもので、完成期
限は令和９年９月 17日です。

可決

議第 51号
特定事業契約の締結（沼津市公共
施設照明ＬＥＤ化事業）

■沼津市公共施設の照明を LED化します
随意契約（公募型プロポーザル方式）により 44億 7,500 万円でエコライ
ティングワークスぬまづ合同会社　代表社員　株式会社鈴木電気商会　職務
執行者　鈴木伯明と特定事業契約を締結するものです。事業の内容として
は、調査・設計・施工・設備データベース構築・維持管理の各業務を行うも
ので、事業期限は令和 21年３月 31日です。

可決

人　
事

認第３号
固定資産評価審査委員会委員選任
の同意

令和８年３月 31日をもって任期満了となる山
や ま

本
も と

誠
まこと

氏を再任するものです。 同意

認第４号～認第７号
人権擁護委員推薦の同意

令和８年６月 30日をもって４人の委員が任期満了となることに伴い、尾
お

﨑
ざ き

庸
つ ね

夫
お

氏、村
む ら

瀬
せ

三
み

千
ち

代
よ

氏、露
つ ゆ

木
き

博
ひ ろ

幸
ゆ き

氏、梅
う め

田
だ

欣
き ん

一
い ち

氏を、それぞれ委員として再
任の推薦をするものです。

同意

認第８号
副市長選任の同意 令和８年３月31日をもって任期満了となる𠮷

よ し

澤
ざ わ

勇
ゆ う

一
い ち

郎
ろ う

氏を再任するものです。 同意

※地方自治法の規定により、議員は自己等の一身上に関する事件等については、議事に参与することができないため退席する。
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第
十
二
回
（
二
月
）
定
例
会
で
は
、
令
和
八
年
度
の

市
政
に
対
す
る
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、
五
つ
の
会
派
及

び
無
所
属
の
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

※
代
表
質
問
は
「
一
括
質
問
一
括
答
弁
方
式
」
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

※�

無
所
属
議
員
は
、
三
名
以
上
の
会
派
の
了
承
を
得
た
上
で
、
同
会

派
の
発
言
時
間
を
使
っ
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市民の負担軽減につながる　　　
ごみの分別方法の見直しの考えは

複
合
リ
ス
ク
時
代
に
お
け
る
本
市
の

全
庁
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
に
対

す
る
考
え
は
。

市
長
／
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
人
口
減
少
・
物
価
高
騰
・
自
然
災

害
の
激
甚
化
な
ど
、
刻
一
刻
と
変
化
し
、

変
革
と
対
応
が
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ

て
お
り
、
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、
時

代
の
変
化
や
課
題
な
ど
を
捉
え
た
上
で
、

複
合
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
持

っ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
全
庁
的

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、
緊
急
性

や
重
要
性
、
費
用
対
効
果
な
ど
を
考
慮
し

問答

た
事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
り
、
重
点
的

か
つ
効
率
的
な
取
組
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
第
五
次
沼
津
市
総
合
計
画
に
示

し
た
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
プ
ロ

セ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
進
捗
状
況
等

を
検
証
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、
組
織
体
制
な
ど
に
反

映
し
て
い
る
。
令
和
八
年
度
は
、
危
機
管

理
監
の
直
下
に
防
災
幹
を
置
き
、
災
害
対

応
体
制
を
強
化
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
時

代
の
変
化
や
課
題
を
踏
ま
え
、
柔
軟
か
つ

組
織
横
断
的
な
視
点
を
持
っ
て
、
事
業
や

組
織
体
制
な
ど
を
見
直
す
こ
と
で
複
合
リ

ス
ク
に
対
応
し
て
い
く
。

複合リスク時代における　　　　
全庁的リスクマネジメント体制は

二
次
保
健
医
療
圏
域
に
お
け
る
市
立

病
院
の
役
割
と
課
題
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

市
長
／
市
立
病
院
は
、
二
次
保
健
医

療
圏
域
に
お
け
る
基
幹
病
院
と
し
て
、
地

域
の
急
性
期
医
療
を
基
軸
に
、
三
次
救
急

や
小
児
周
産
期
医
療
な
ど
の
行
政
的
医
療

を
担
い
、
周
辺
自
治
体
も
含
め
た
広
域
的

な
医
療
需
要
を
支
え
る
な
ど
、
地
域
医
療

に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
一
方
、
人
材
の
確
保
や
施
設
の

維
持
管
理
、
医
療
機
器
の
更
新
な
ど
様
々

な
負
担
が
生
じ
て
お
り
、
課
題
解
決
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
今
後
も
要
望

や
情
報
共
有
等
を
通
し
て
、
国
や
県
、
周

問
※1

答

辺
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
医
療
提

供
体
制
の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
鉄
道
高
架
本

体
工
事
の
着
手
に
対
す
る
市
長
の
所
感
は
。

市
長
／
長
年
の
構
想
が
具
現
化
さ
れ
、

大
変
感
慨
深
く
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
る
。
本
工
事
に
着
手
し
た
こ
と
で
、

市
民
や
民
間
事
業
者
の
期
待
が
一
段
と
高

ま
り
、
中
心
市
街
地
の
再
開
発
な
ど
、
ま

ち
の
更
新
が
加
速
し
て
い
る
。
今
後
も
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
国
、
県
、
鉄
道
事
業

者
と
の
連
携
を
強
化
し
、
市
民
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
早
期
完
成
に
向
け
、
事
業
推

進
を
図
っ
て
い
く
。

問答

二次保健医療圏域における
市立病院の役割と課題は

市
民
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

ご
み
の
分
別
方
法
を
見
直
す
考
え
は
。

市
長
／
全
国
に
先
駆
け
て
ご
み
の
分

別
を
実
施
し
た
沼
津
方
式
は
、
市
民
が
先

人
た
ち
と
共
に
、
長
年
に
わ
た
り
築
き
上

げ
て
き
た
誇
る
べ
き
財
産
で
あ
り
、
市
民

の
環
境
に
対
す
る
意
識
が
高
い
こ
と
の
表

れ
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
は
、
今
後
と
も
尊

重
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
が
、
今
、
行
政
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
高
齢
者
等
へ
の
対
応
や
自
治

会
の
負
担
軽
減
を
は
じ
め
、
将
来
を
見
据

え
、市
民
だ
け
で
は
な
く
、本
市
に
移
住・

定
住
を
考
え
る
人
や
外
国
人
居
住
者
に
と

問答

っ
て
も
分
か
り
や
す
い
分
別
方
法
を
検
討

し
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

を
念
頭
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
後
退
を
伴
う

こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
、
誰
も
が

分
か
り
や
す
い
分
別
方
法
を
再
構
築
し
て

い
く
一
方
で
、
段
階
的
に
分
別
を
変
更
し

た
場
合
に
生
ず
る
混
乱
や
市
民
の
負
担
増

を
避
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
令
和
八
年
度
に
は
、
自
ら
が
先

頭
に
立
っ
て
、
ご
み
の
分
別
方
法
の
見
直

し
の
検
討
に
着
手
し
、
で
き
る
だ
け
早
期

に
、
新
た
な
分
別
方
法
及
び
移
行
時
期
を

示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

全ての質問項目
（通告一覧）
はこちら

［
代
表
質
問
］

市 政 に つ い て

問 う ！

一
般
質
問

浅
原
　
和
美

志
政
会

渡
邉
　
博
夫

志
政
会

加
藤
　
明
子

志
政
会
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量
子
計
算
機
時
代
到
来
に
向
け
た
対

応
策
の
検
討
状
況
は
。

政
策
推
進
部
長
／
国
は
、
令
和
七
年

十
一
月
に
公
表
し
た
「
政
府
機
関
等
に
お

け
る
耐
量
子
計
算
機
暗
号
へ
の
移
行
に
つ

い
て
（
中
間
と
り
ま
と
め
）」
の
中
で
、

二
〇
三
五
年
を
目
標
と
し
た
耐
量
子
計
算

機
暗
号
へ
の
移
行
方
針
を
示
し
て
お
り
、

具
体
的
な
移
行
ス
テ
ッ
プ
を
示
す
工
程
表

に
つ
い
て
は
、
令
和
八
年
度
に
策
定
さ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、

国
が
今
後
示
す
工
程
表
や
具
体
的
な
技
術

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

夢
あ
じ
の
生
産
・
販
売
等
を
支
援
し

問答
※2※3

問

て
い
く
考
え
は
。

産
業
振
興
部
長
／
夢
あ
じ
は
、
本
市

と
南
房
総
の
み
で
養
殖
さ
れ
、
著
名
な
料

理
人
等
か
ら
高
い
品
質
評
価
を
受
け
て
い

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
魚
で
、
本
市
の
新
た
な

水
産
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
可
能
性
を
有
し
て

い
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
養
殖
体
制
の
整
備
・
強
化
の
支
援
に
加

え
、
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
実
販
売

に
向
け
た
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等

に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
漁
業
者
の

所
得
向
上
と
本
市
水
産
業
の
発
展
に
つ
な

が
る
よ
う
事
業
拡
大
に
向
け
、
必
要
に
応

じ
、
継
続
的
に
支
援
し
て
い
く
。

答

夢あじの生産・販売等を
支援していく考えは

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
必
要
な
財
源
を
安

定
的
に
確
保
す
る
た
め
の
本
市
の
取
組
は
。

市
長
／
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業

に
お
け
る
都
市
基
盤
整
備
や
沼
津
南
一
色

線
、
東
駿
河
湾
環
状
道
路
西
区
間
の
道
路

整
備
は
、
本
市
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

骨
格
を
構
築
す
る
重
要
な
事
業
で
あ
る
。

特
に
高
規
格
道
路
の
整
備
は
、
市
民
生
活

の
利
便
性
の
向
上
に
資
す
る
ほ
か
、
災
害

時
に
は
、
物
資
の
輸
送
や
住
民
の
避
難
路

と
し
て
機
能
す
る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、

周
辺
の
土
地
利
用
な
ど
の
民
間
投
資
を
生

み
出
し
、
地
域
活
動
が
活
性
化
す
る
こ
と

で
本
市
の
経
済
活
動
に
大
き
く
寄
与
す
る

問答

インフラ整備に必要な財源を
確保するための取組は

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
が
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に
は
、
財

源
確
保
に
向
け
た
国
や
県
へ
の
積
極
的
な

要
望
活
動
が
不
可
欠
で
あ
り
、
東
駿
河
湾

環
状
道
路
に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
で
あ

る
国
に
、
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
予
算

を
確
保
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
令
和
七
年
度
も
国
会
議

員
、
市
議
会
議
員
、
経
済
界
、
地
元
自
治

会
と
共
に
、
要
望
活
動
を
実
施
し
た
。
今

後
も
官
民
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
地
域

の
声
を
直
接
国
や
県
に
届
け
、
安
定
的
な

財
源
確
保
及
び
事
業
の
推
進
に
向
け
た
要

望
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

魅
力
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
②
令
和

六
年
度
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

件
数
は
、
約
三
十
六
万
件
と
な
り
、
令
和

元
年
度
の
寄
附
件
数
に
比
べ
約
二
十
三
倍▲本市の魅力を発信する地元愛物産展

に
増
加
す
る
と
と

も
に
、
複
数
の
返

礼
品
が
寄
附
サ
イ

ト
に
お
い
て
人
気

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位

に
位
置
す
る
な
ど
、

本
市
の
認
知
度
は

大
き
く
向
上
し
て

い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

市政について問う！ 一 質般 問

本
市
の
認
知
度
拡
大
に
向
け
た
情
報

発
信
の
推
進
に
つ
い
て
、
①
ぬ
ま
づ
応
援

推
進
事
業
に
お
け
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
取
組
は
。
②
ふ
る
さ
と
納
税
を
通

じ
た
本
市
の
認
知
度
に
対
す
る
認
識
は
。

産
業
振
興
部
長
／
日
本
最
大
級
の
ふ

る
さ
と
納
税
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

イ
ス
大
感
謝
祭
」
や
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
フ
ァ

ン
で
に
ぎ
わ
う
「
地
元
愛
物
産
展
」
へ
の

イ
ベ
ン
ト
出
展
の
ほ
か
、
令
和
六
年
度
に

発
足
し
た
「
沼
津
ふ
る
さ
と
応
援
隊
」
の

各
隊
員
の
個
性
を
生
か
し
た
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
る
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
の
紹
介
な
ど
、
本
市
の

問答

本市の認知度拡大に向けた
情報発信の推進は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
事
務
等

窓
口
改
善
事
業
に
お
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
及
び
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
申
請
書
自
動
作
成
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
期
待
さ
れ
る

効
果
は
。

市
民
福
祉
部
長
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
は
、
ビ
デ
オ
通
話

に
よ
り
、
専
用
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
遠
隔
で

手
続
の
支
援
を
行
う
も
の
で
、
新
規
申
請

ま
た
は
十
年
目
の
更
新
時
期
を
迎
え
る
市

民
の
カ
ー
ド
交
付
申
請
に
係
る
支
援
の
ほ

か
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
各
種
手
続
を

支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
新
た
な
申

問答

請
窓
口
の
設
置
に
よ
り
、
市
民
課
窓
口
等

に
お
け
る
混
雑
が
緩
和
さ
れ
る
と
と
も
に
、

保
険
証
の
ひ
も
づ
け
な
ど
、
目
的
に
応
じ

た
各
種
手
続
の
窓
口
と
す
る
こ
と
で
、
市

民
の
利
便
性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
申
請
書
自
動
作
成

シ
ス
テ
ム
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
か

ら
基
本
情
報
を
読
み
取
り
、
電
子
証
明
書

の
更
新
手
続
や
暗
証
番
号
の
再
設
定
な
ど

の
各
種
手
続
に
係
る
申
請
書
を
自
動
で
作

成
す
る
も
の
で
、
手
続
ご
と
に
発
生
す
る

手
書
き
の
負
担
軽
減
及
び
待
ち
時
間
の
短

縮
に
よ
り
、
窓
口
の
混
雑
解
消
が
期
待
さ

れ
る
。

マイナンバーカード関連事務等
窓口改善事業に期待する効果は

小
澤
　
　
隆

志
政
会

浅
田
　
美
重
子

沼
津
志
帥
会

佐
藤
　
健
一
郎

市
民
ク
ラ
ブ

大
草
　
　
満

市
民
ク
ラ
ブ
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ア
ス
ル
ク
ラ
ロ
沼
津
に
つ
い
て
、
①

こ
れ
ま
で
の
支
援
の
成
果
は
。
②
令
和
八

年
度
の
支
援
方
針
は
。

市
長
／
①
こ
れ
ま
で
ア
ス
ル
ク
ラ
ロ

沼
津
に
対
し
、
マ
ッ
チ
デ
ー
ス
ポ
ン
サ
ー

と
し
て
沼
津
マ
ッ
チ
の
開
催
や
小
中
学
生

が
全
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
を
無
料
で
観
戦
で
き

る
ア
ス
ポ
ー
ト
へ
の
協
賛
、
チ
ー
ム
カ
ラ

ー
の
青
い
シ
ャ
ツ
を
着
て
応
援
の
機
運
を

高
め
る
オ
ー
ル
ブ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

を
実
施
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ

り
、
二
〇
二
五
年
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
平

均
入
場
者
数
は
過
去
最
高
と
な
り
選
手
を

後
押
し
し
た
ほ
か
、
街
中
の
至
る
と
こ
ろ

問答

で
応
援
装
飾
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
地
域
に
根
差
し
た
チ
ー
ム
と
し
て
市

民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
②
二
〇
二
六
／
二
七
シ
ー
ズ

ン
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
で
の
戦
い
と
な
る
が
、
市

民
の
気
持
ち
が
離
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、

オ
ー
ル
沼
津
体
制
で
盛
り
上
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ア
ス
ル
ク

ラ
ロ
沼
津
の
再
挑
戦
を
し
っ
か
り
と
後
押

し
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

取
組
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
ク
ラ
ブ
・

関
係
企
業
団
体
・
市
民
と
連
携
し
な
が
ら
、

Ｊ
リ
ー
グ
へ
の
復
帰
に
向
け
て
全
力
で
支

援
し
て
い
く
。

アスルクラロ沼津への　
令和８年度の支援方針は

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
保
護
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
考
え
は
。

教
育
次
長
／
国
は
、
子
育
て
世
帯
へ

の
支
援
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
小
学
校

給
食
の
抜
本
的
な
負
担
軽
減
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
国
の
支
援
の
み
で

は
、
本
市
の
小
学
校
給
食
費
を
無
償
化
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
令
和

八
年
度
は
不
足
分
を
市
が
負
担
し
、
小
学

校
給
食
費
の
無
償
化
を
実
現
す
る
。
ま
た
、

中
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
も
、
物
価
高
騰

の
中
で
給
食
の
質
を
維
持
す
る
た
め
、
給

食
費
の
単
価
を
増
額
す
る
が
、
市
が
一
部

を
負
担
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
の
負
担
額

問答

を
令
和
七
年
度
と
同
額
に
維
持
す
る
な
ど
、

今
後
も
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
を
継

続
し
て
い
く
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
に
つ
い

て
、
養
育
費
等
の
取
決
め
等
に
対
す
る
支

援
の
内
容
と
目
的
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
支
え
る
た
め
、
確
実
に
養
育
費

を
受
け
取
れ
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
公
正
証
書
に
よ
る
取
決
め
や
調
停

申
立
て
等
に
要
す
る
手
数
料
、
保
証
契
約

を
結
ぶ
際
の
費
用
に
対
す
る
支
援
も
行
う

こ
と
で
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
に

つ
な
げ
て
い
く
。

問答

学校給食について保護者の
負担を軽減する考えは

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
令
和
八
年

度
の
取
組
は
。

都
市
計
画
部
長
／
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
、
増
加
す
る
空
き

家
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和
元
年
度

に
沼
津
市
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
、

空
き
家
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
令
和

七
年
度
で
計
画
期
間
が
終
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
こ
れ
ま
で
の

取
組
の
検
証
を
踏
ま
え
、
新
た
に
第
二
次

沼
津
市
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
、
令

和
八
年
度
は
総
合
的
な
対
策
を
よ
り
一
層

加
速
さ
せ
て
い
く
。
新
た
な
取
組
と
し
て

は
、
空
き
家
の
管
理
や
活
用
に
取
り
組
む

問答

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
民
間
企
業
等
を
空
家
等
管

理
活
用
支
援
法
人
に
指
定
し
、
民
間
活
力

を
生
か
し
た
き
め
細
や
か
な
支
援
の
構
築

を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
空
き
家
が
放

置
さ
れ
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
相
続
登
記

の
未
了
を
解
消
す
る
た
め
、
相
続
登
記
に

要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
新
制
度

を
創
設
し
、
所
有
者
の
明
確
化
と
権
利
関

係
の
整
理
を
促
進
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、

空
き
家
の
利
活
用
や
除
却
の
大
き
な
障
壁

と
な
っ
て
い
る
家
財
道
具
等
の
残
置
物
の

処
分
費
の
一
部
を
補
助
す
る
な
ど
空
き
家

の
取
扱
い
に
苦
慮
し
て
い
る
所
有
者
に
対

す
る
支
援
制
度
を
整
備
し
て
い
く
。

空き家対策について
令和８年度の取組は

移
住
・
定
住
の
推
進
に
向
け
た
今
後

の
取
組
は
。

市
長
／
本
市
で
は
、
移
住
支
援
と
し

て
移
住
希
望
者
に
対
す
る
お
試
し
移
住
補

助
金
の
新
設
や
交
通
費
補
助
の
対
象
拡
大

な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
支
援
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
定
住
支
援
と
し
て
移
住
者

交
流
会
を
開
催
し
、
情
報
交
換
の
場
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
移
住
後
の
悩
み
の
解

消
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
移
住
希
望
者

か
ら
は
、
仕
事
と
住
居
に
関
す
る
相
談
が

多
い
こ
と
か
ら
、「
ぬ
ま
づ
暮
ら
し
オ
ス

ス
メ
隊
」
と
連
携
し
、
仕
事
や
住
居
探
し

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、「
ぬ
ま
ｊ

問答

※4

ｏ
ｂ
」
等
を
紹
介
し
、
移
住
後
の
暮
ら
し

の
安
定
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
ぬ

ま
づ
暮
ら
し
オ
ス
ス
メ
隊
」
に
は
、
空
き

家
を
賃
貸
住
宅
と
し
て
貸
し
出
し
、
一
定

期
間
経
過
後
に
入
居
者
の
マ
イ
ホ
ー
ム
と

な
る
プ
ラ
ン
を
提
供
す
る
事
業
者
も
お
り
、

空
き
家
を
生
か
し
た
住
ま
い
の
マ
ッ
チ
ン

グ
も
推
進
し
て
い
る
。
な
お
、
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
を
迎
え
た
後
の
住
ま
い
等
の
心
配

に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
本
市
の
長

寿
福
祉
施
策
を
紹
介
す
る
な
ど
、
不
安
の

解
消
に
努
め
る
。
今
後
も
本
市
の
魅
力
発

信
と
定
住
支
援
を
実
施
し
、
さ
ら
な
る
移

住
者
の
確
保
と
定
住
促
進
に
努
め
て
い
く
。

人口減少社会において　　　
移住・定住を推進する取組は

市政について問う！ 一 質般 問

深
田
　
　
昇

市
民
ク
ラ
ブ

川
口
　
　
慶

日
本
共
産
党
沼
津
市
議
団

小
泉
　
宣
子

公
明
党

片
岡
　
章
一

公
明
党
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第
五
次
沼
津
市
総
合
計
画
に
お
い
て
、

結
婚
支
援
事
業
を
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
に
位
置
づ
け
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
①
多
様
な
価
値
観
や
生

き
方
を
尊
重
し
た
視
点
に
対
す
る
当
局
の

認
識
は
。
②
本
事
業
の
位
置
づ
け
を
見
直

す
考
え
は
。

政
策
推
進
部
長
／
①
本
市
の
総
合
計

画
に
お
い
て
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
出
会
い
、

結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
を
切
れ
目

な
く
支
援
す
る
施
策
と
し
て
本
事
業
を
位

置
づ
け
て
い
る
。
現
在
、
家
族
の
在
り
方

は
多
様
化
し
て
お
り
、
結
婚
や
出
産
は
各

問答

個
人
が
持
つ
多
様
な
選
択
肢
の
一
つ
で
あ

る
と
い
う
基
本
的
な
認
識
の
下
、
あ
く
ま

で
も
結
婚
を
希
望
す
る
市
民
へ
の
後
押
し

と
し
て
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。
②
総
合

計
画
に
お
け
る
本
事
業
の
位
置
づ
け
は
、

あ
く
ま
で
施
策
の
体
系
と
し
て
整
理
し
た

も
の
で
あ
り
、
人
生
の
標
準
的
な
形
を
示

し
た
も
の
で
は
な
い
。
結
婚
支
援
事
業
は
、

結
婚
を
希
望
す
る
市
民
へ
の
支
援
の
充
実

を
図
る
こ
と
で
、
そ
の
希
望
を
か
な
え
つ

つ
、
少
子
化
の
抑
制
に
も
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
事
業
で
あ

り
、
総
合
計
画
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
見

直
す
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

結婚や出産に対する多様な
価値観・生き方への認識は

市政について問う！ 一 質般 問

本市の人口減少抑制に対する認識と
福祉分野における取組は

本
市
の
人
口
減
少
抑
制
に
対
す
る
認

識
と
福
祉
分
野
に
お
け
る
取
組
は
。

政
策
推
進
部
長
／
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
当
た
っ
て
は
、本
市
の
活
力
を
維
持・

向
上
で
き
る
よ
う
可
能
な
限
り
人
口
減
少

の
抑
制
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
第
五

次
沼
津
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
様
々
な

施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

福
祉
事
務
所
長
／
福
祉
分
野
に
お
い
て
は
、

令
和
七
年
度
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
を
民
間
の
専
門
事
業
者
に
委
託
し
、
開

所
時
間
の
延
長
等
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

っ
た
こ
と
に
加
え
、
ゼ
ロ
か
ら
二
歳
児
ク

問答

ラ
ス
の
保
育
料
に
つ
い
て
、
世
帯
構
成
や

所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
一
生
計
世
帯
の

第
二
子
の
保
育
料
を
一
律
半
額
と
し
た
。

ま
た
、
高
齢
や
障
が
い
等
分
野
ご
と
の
対

応
が
困
難
な
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
支
援

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
包
括
的
な
支
援
を
行
う

重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
に
も
着
手
し
た
。

令
和
八
年
度
は
、
市
内
の
二
十
四
時
間
営

業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
す
る
ほ
か
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
第
二
子
以
降
の
指
導
料
を
一
律
半
額
に

す
る
な
ど
、
市
民
福
祉
の
増
進
に
努
め
、

沼
津
に
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

用 解語 説

　量子計算機及び従来型の電子計算機の双方に対して
安全性が確保される暗号のこと。量子計算機でも解読
が困難な数学的問題を利用することで、量子計算機に
よる攻撃に耐性を持つとされている。

※２　耐量子計算機暗号（P.7）

※１　二次保健医療圏（P.6）
　特殊な医療を除く入院医療に対応し、医療機関の機
能連携に基づく医療サービスと広域的・専門的な保健
サービスとの連携等により、包括的な保健医療サービ
スを提供する圏域のこと。圏域の設定は、入院・外来
受療動向、保健医療資源の状況、交通事情、行政機
関・関係団体等の管轄区域等、社会的条件を考慮して
都道府県が行っており、本市は駿東田方医療圏に属し
ている。

※３　夢あじ（P.7）
　アジ科のマアジとカイワ
リを掛け合わせて開発され
た養殖魚のこと。マアジに
比べ身が大きいこと、近年
の高水温にも対応できるこ
となどが特徴。

※４　ぬまづ暮らしオススメ隊（P.8）
　本市と協力しながら移住希望者の支援を行う個人・
団体・事業者のこと。移住希望者に寄り添いながら、
官民連携により、移住に資する情報やサービスを提供
するなど、移住の計画段階
から実際の移住・定住まで
をトータルでサポートする
体制を構築し、本市への移
住の促進を図っている。
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日
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無
所
属
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ピックアップ議会

議第３号　和解について（不当利得返還請求事件等）
可決

　令和８年１月 19日、東京都議会議員政治倫理審査会委員　内田一夫氏を招き、『議員のコンプライアン
ス～「やるべきこと」と「やってはいけないこと」』と題して、議員研修会を開催しました。
　研修では、主にＳＮＳ上での情報発信などにおいて、法令・倫理を遵守し、市民の信頼を損なわない行動
についての解説があり、議員からはコンプライアンスに関する多くの質問が出ました。
　本研修で得た知識や気づきを踏まえ、今後の議会活動においてもコンプライアンス意識の一層の向上に努
め、市民の信頼に応えられるよう取り組んでまいります。

　市有地の無断使用に係る不当利得返還請求事件と、土地所有権移転登記手続反訴請求事件について、
和解の相手方との和解議案が、令和８年２月定例会に提出されました。本議案は、建設水道危機管理委
員会において審査した後、本会議において反対意見はなく可決しました。

１　相手方は、市が本件各土地の所有権を有することを確認する。
２　相手方は市に、不当利得返還請求事件の解決金として 71万円の支払い義務があることを認める。
３　市は相手方に、本件各土地を 182万円で売り、相手方はこれらを買い受ける。

議 員 研 修 会 を開催しました

和解の要旨

経緯
１　本件各土地の所有権の帰属
２　不当利得の当否

裁判の主な争点
　長年にわたり駐車場として使用し、利益を得ていたことは不当
利得であるとし、市は駐車場代相当額の支払いを求めたが、相手
方がこれに応じなかったため、市は議決を得て令和５年 11月に
提訴した。

令和５年10月 16日	 「�議第 40号　不当利得返還等請求事件の提訴に
ついて」を可決

令和５年 11月 28日	 市が訴状を提出
令和６年　4月 17日	 相手方が反訴状を提出
令和７年 12月 11日	 裁判所が条件付和解条項案を提示
令和８年　2月 24日	 「議第３号　和解について」を可決
令和８年　3月 13日	 和解成立
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決　議
　議決した「議第３号　和解について」に係る訴訟の終結について、この和解成立後に公表された相手方
の主張は、市の答弁内容と重要な点で食い違いがあることから、発議第１号として議員から決議が提案さ
れ、令和８年３月 17 日に可決しました。
※�決議とは、議会が行う意思形成行為で、広く対外的に議会の意思を表明するために行われる議会の議決
のことです。

　本市と本市議会議員である山下富美子氏との間で争われていた、市有地の所有権や不当利得の返還等に
係る訴訟は、静岡地方裁判所沼津支部において和解により終結した。

　本件は、市有財産の適正管理、市有地の払下げ、不当利得返還請求という、市民の利益に直結する重大
な事案である。しかもその当事者の一方が現職議員であるという特異性を有するため、沼津市議会の監視
機能及び議決の正当性に対する市民の信頼を確保するには、特段の透明性と説明責任が求められる。この
ため、本件和解議案については、慎重に審議の上、議決したところである。

　しかし、和解議案審議における市の答弁内容と３月 13日に行われた山下議員側による報告集会での声
明及び主張との間には、本件土地の所有者に関する説明、不当利得及び解決金に関する位置づけ、反訴放
棄の趣旨や紛争終結の理解など、重要な点で食い違いがある。

　山下議員側による報告集会においては、「市が登記を怠ったこと」、「市が土地売買に係る金銭を証明す
る文書を保存していなかったこと」、「市の提訴は無駄であったこと」、「市が話し合いに応じなかったため、
提訴に伴う費用が生じたこと」などの主張がなされており、これらは、市の答弁内容と比べ、認識や評価
に相違が生じている。また、「議会は反省してほしい」、「市民から負託を受けた議員として何をなすべき
かそれぞれが問うてほしい」、「市や議会は裁判所より課された守秘義務を守らなかった」といった主張も
あり、市だけでなく議会や議員の対応の在り方についても、疑念や問題意識が示されている。

　沼津市議会議員政治倫理規程 第２条 第２項では、「議員は、政治倫理に反する事実があるとの疑惑を
持たれた場合には、その疑惑を解明し、責任を明らかにするよう努めなければならない。」と規定してい
る。本件は、当事者である議員のみならず、議会を構成する全ての議員における説明責任の在り方が問わ
れる事案であり、市民の間に市及び議会や議員に対する不信感や疑念を生じさせてしまう状況を放置する
ことはできない。

　よって、本議会は、山下議員と市に、本訴訟について議会に対して説明することを求める。
　なお、本決議は、既に成立した和解の効力に影響を及ぼすものではなく、沼津市議会議員政治倫理規程
における説明責任を全ての議員が果たすための意思表明である。

　以上、決議する。

　令和８年３月 17日
沼　津　市　議　会　

令和８年３月 13 日に和解が成立した不当利得返還請求事件について、
山下議員及び市に説明責任の履行を求める決議
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広報ぬまづの発行が月１回となったことに
伴い、市議会だよりの発行を６月、９月、
12月、３月の各１日発行に変更します。

第五小学校
６年
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さん

片浜小学校
６年
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東
どう
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りん

さんん

議会だより編集委員会 尾藤　正弘委 員 長 髙橋　秀子委 員
小澤　　隆副委員長 佐藤健一郎委 員

大川敬太郎委 員
小泉　宣子委 員

沼津市議会 定例会の予定
定例会 開会予定日 閉会予定日

令和８年
第 13 回（ ６ 月）  ６月  5 日（金） ６月 29 日（月）
第 14 回（ ９ 月）  ９月  4 日（金） 10 月  8 日（木）
第 15 回（11 月） 11 月 19 日（木） 12 月 14 日（月）

令和９年 第 16 回（ ２ 月） ２月  8 日（月） ３月 16 日（火）

※都合により変更する場合があります。
※�日程の詳細は、招集告示日（定例会開
会１週間前頃）に開かれる議会運営委
員会で協議されます。

本会議中継 委員会中継　YouTube

議会を知るには
もっと

本会議のライブ中継映像のほか、
過去の録画映像を配信 委員会の録画映像を配信

読んで
確認

年４回発行しています。
注目すべき議案や議決結果のほ
か、一般質問や答弁内容を見る
ことができます。

市議会だより

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

議会だより次回発行予定
令和８年９月１日

視て確認
聴いて確認

市議会だよりの発行日が変わります

・表紙写真は、編集委員会委員が撮影しています。
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